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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第43期
第２四半期
連結累計期間

第44期
第２四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自 2020年６月１日
至 2020年11月30日

自 2021年６月１日
至 2021年11月30日

自 2020年６月１日
至 2021年５月31日

売上高 (千円) 23,599,412 22,826,374 45,368,232

経常利益 (千円) 2,398,517 2,065,671 3,971,820

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,611,629 1,363,061 2,403,886

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,025,063 1,145,503 2,733,100

純資産額 (千円) 34,425,598 35,186,970 35,714,165

総資産額 (千円) 41,155,807 43,526,000 43,167,877

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 57.82 48.91 86.25

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 83.6 80.8 82.7

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 5,107,921 △183,400 7,707,600

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △923,129 △717,507 △1,880,896

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △559,147 △418,852 △978,616

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

（千円） 12,489,065 12,189,185 13,669,659
 

 

回次
第43期
第２四半期
連結会計期間

第44期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年９月１日
至 2020年11月30日

自 2021年９月１日
至 2021年11月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 38.76 37.94
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３ 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月

31日）等を適用しており、財政状態及び経営成績に与える影響の詳細については、「第４　経理の状況　１　四半

期連結財務諸表　注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

 
(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染者数の減少と行動制限の緩和を背景

として、消費活動に持ち直しの動きが期待されるものの、同感染症の感染状況が一進一退を繰り返す中、依然とし

て先行き不透明な状況となりました。婦人服専門店業界においても、同感染症の長期化が外出自粛等の行動制限や

テレワークの定着により、生活様式の変化に伴う影響を受けて厳しい経営環境が継続しました。

このような状況の中、当社グループは、高いアセアン生産比率を維持し、高品質、リーズナブルプライスの実現

に努めました。また、消費者の生活様式の変化に対応した商品企画に努めたほか、自社ＥＣサイト限定イベントや

店舗との合同イベントを随時開催し、ＳＮＳ等を活用した積極的な販促活動を展開しました。

 

2021年５月期
第２四半期
連結累計期間

2022年５月期
第２四半期
連結累計期間 増減 増減率

(自 2020年６月１日

　至 2020年11月30日)

(自 2021年６月１日

 至 2021年11月30日)

売上高 （百万円） 23,599 22,826 △773 △3.3％

営業利益 （百万円） 2,356 1,963 △392 △16.7％

経常利益 （百万円） 2,398 2,065 △332 △13.9％

親会社株主に帰属
する四半期純利益

（百万円） 1,611 1,363 △248 △15.4％

      

国内店舗数 （店舗数） 881 868 △13 △1.5％
 

当第２四半期連結累計期間におきましては、売上高228億26百万円（前年同期比3.3％減）、営業利益19億63百万

円（同16.7％減）、経常利益20億65百万円（同13.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益13億63百万円（同

15.4％減）となりました。

売上高につきましては、早い梅雨明けや気温上昇もあり好調なスタートを切りましたが、デルタ株を中心とする

新型コロナウイルス感染症の全国的な拡大と収束、秋口の高気温など不安定な展開が続き減収となりました。

ＥＣ事業は、自社アプリのリニューアルや商品詳細画面の刷新など自社サイトの利便性や機能性の向上に注力し

たほか、随時イベントを開催して積極的な販促活動を行った結果、ルームウェアや下着など、新しい生活様式に対

応した商品を中心に売上好調となり、特に自社ＥＣサイトが事業の成長を牽引しました。

収益面につきましては、アセアン生産による仕入原価の低減や為替予約による変動リスクのヘッジ効果もあった

ほか、値引き販売の抑制や商品の適時投入による販売チャンスロスの低減に努めた結果、売上総利益率は59.6％

（前年同期比0.6ポイント増）と高い水準を確保しました。

販売費及び一般管理費につきましては116億49百万円（前年同期比0.7％増）、販管費率は51.0％（前年同期比

2.0ポイント増）となりました。人件費は前年同期と同水準でしたが、ＥＣ事業の伸長による商品発送費用や手数

料等が増加しました。売上高が減少した結果減益となりましたが、概ね計画水準を達成しました。

店舗展開につきましては、引き続きスクラップアンドビルドを進めた結果、当第２四半期連結累計期間末におけ

る国内店舗数は868店舗となりました。

なお、当社の報告セグメントは日本のみであり、その他のセグメントの重要性が乏しいことから、セグメント情

報の記載を省略しております。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

総資産は、前連結会計年度末に比べて、３億58百万円増加して435億26百万円となりました。これは、主に建物及

び構築物が４億90百万円、棚卸資産が４億27百万円、売掛金が４億７百万円それぞれ増加し、現金及び預金が14億

80百万円減少したこと等によるものです。なお、建物及び構築物が４億90百万円増加したのは、主に物流センター

増築工事完了に伴うものです。

 
（負債）

負債は、前連結会計年度末に比べて、８億85百万円増加して83億39百万円となりました。これは、主に契約負債

が18億27百万円増加し、未払法人税等が２億92百万円、買掛金が１億53百万円それぞれ減少したこと等によるもの

です。

 
（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて、５億27百万円減少して351億86百万円となりました。これは、収益認識に

関する会計基準の適用により期首利益剰余金が12億53百万円減少したほか、為替換算調整勘定が３億72百万円減少

し、利益剰余金が９億45百万円、繰延ヘッジ損益が１億75百万円それぞれ増加したこと等によるものです。この結

果、自己資本比率は80.8％となり、引き続き安定した財政状態を維持しております。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べて14億80百万円減少し、121億89百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は１億83百万円（前年同期は51億７百万円の収入）となりました。

これらは、税金等調整前四半期純利益が20億97百万円（同15.7％減）、減価償却費が５億24百万円生じた一方で、

未払法人税等の支払額10億44百万円、未払消費税等５億57百万円の減少、棚卸資産４億60百万円の増加により資金が

減少したことが主な要因であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は７億17百万円（同22.3％減）となりました。

これらは、新規出店及び改装のほか、物流センター増築工事等に伴う有形固定資産の取得として６億90百万円を

支出したことにより、資金が減少したことが主な要因であります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は４億18百万円（同25.1％減）となりました。

これらは、配当金４億18百万円の支出により資金が減少したことが主な要因であります。

 
(4) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」の中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(6) 研究開発活動

     特記事項はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 104,400,000

計 104,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,900,000 27,900,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 27,900,000 27,900,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2021年９月１日～
2021年11月30日

― 27,900,000 ― 3,566 ― 3,941
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(5) 【大株主の状況】

2021年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社E・E・Y 福島県いわき市中央台飯野２丁目29－２ 9,320 33.44

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 2,151 7.72

NOMURA PB NOMINEES TK1 LIMITED
(常任代理人　野村證券株式会社)

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R 3AB, UNITED
KINGDOM
（東京都中央区日本橋１丁目13－１）

1,180 4.24

公益財団法人ハニーズ財団 福島県いわき市鹿島町走熊字七本松27－１ 1,000 3.59

江尻　義久 福島県いわき市 830 2.98

江尻　英介 福島県いわき市 826 2.96

江尻　あい子 福島県いわき市 636 2.28

株式会社日本カストディ銀行(信託
口)

東京都中央区晴海１丁目８－12 532 1.91

福山通運株式会社 広島県福山市東深津町４丁目20－１ 421 1.51

SMBC日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内３丁目３番１号 283 1.02

計 ― 17,180 61.65
 

(注) １　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、以下のとおりであります。

　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　       2,145千株

　株式会社日本カストディ銀行(信託口) 　　　　　　　　　        530千株

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2021年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 ― ―
32,100

完全議決権株式(その他)
普通株式

276,068 ―
27,606,800

単元未満株式
普通株式

― １単元（100株）未満の株式
261,100

発行済株式総数 27,900,000 ― ―

総株主の議決権 ― 276,068 ―
 

(注) １ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式22株が含まれております。

２ 証券保管振替機構名義の株式はありません。
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② 【自己株式等】

  2021年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ハニーズホール
ディングス

福島県いわき市鹿島町走熊
字七本松27－１

32,100 ― 32,100 0.12

計 ― 32,100 ― 32,100 0.12
 

(注)　上記以外に、自己名義所有の単元未満株式22株を保有しております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ハニーズホールディングス(E03424)

四半期報告書

 8/21



第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年９月１日から2021年

11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年６月１日から2021年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 13,669,659 12,189,185

  売掛金 2,698,836 3,106,761

  棚卸資産 ※  6,792,653 ※  7,219,807

  未収還付法人税等 786 －

  その他 2,118,145 2,639,149

  流動資産合計 25,280,080 25,154,904

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 6,398,142 6,888,191

   その他 3,882,714 3,300,764

   有形固定資産合計 10,280,857 10,188,955

  無形固定資産   

   その他 298,456 266,162

   無形固定資産合計 298,456 266,162

  投資その他の資産   

   差入保証金 6,563,991 6,527,925

   その他 744,490 1,388,052

   投資その他の資産合計 7,308,482 7,915,977

  固定資産合計 17,887,796 18,371,096

 資産合計 43,167,877 43,526,000

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 490,017 336,598

  未払法人税等 1,130,896 838,260

  ポイント引当金 65,613 38,074

  契約負債 － 1,827,138

  資産除去債務 18,185 31,768

  その他 3,087,924 2,578,776

  流動負債合計 4,792,637 5,650,617

 固定負債   

  退職給付に係る負債 1,115,440 1,164,127

  資産除去債務 1,534,632 1,514,155

  その他 11,000 10,128

  固定負債合計 2,661,073 2,688,412

 負債合計 7,453,711 8,339,029
 

 

EDINET提出書類

株式会社ハニーズホールディングス(E03424)

四半期報告書

10/21



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2021年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年11月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,566,800 3,566,800

  資本剰余金 3,946,099 3,946,099

  利益剰余金 27,560,500 27,251,687

  自己株式 △34,922 △35,745

  株主資本合計 35,038,478 34,728,841

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 15,823 13,139

  繰延ヘッジ損益 1,160,105 1,335,870

  為替換算調整勘定 △545,181 △917,952

  退職給付に係る調整累計額 44,939 27,071

  その他の包括利益累計額合計 675,687 458,129

 純資産合計 35,714,165 35,186,970

負債純資産合計 43,167,877 43,526,000
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年６月１日
　至 2020年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
　至 2021年11月30日)

売上高 23,599,412 22,826,374

売上原価 9,674,009 9,213,047

売上総利益 13,925,403 13,613,326

販売費及び一般管理費 ※1  11,569,106 ※1  11,649,412

営業利益 2,356,296 1,963,914

営業外収益   

 受取利息 2,183 1,616

 受取配当金 321 327

 為替差益 － 39,914

 受取地代家賃 8,164 8,139

 受取補償金 12,337 89

 助成金収入 － ※2  32,477

 工事負担金等受入額 16,613 761

 雑収入 24,762 18,472

 営業外収益合計 64,382 101,797

営業外費用   

 支払利息 1,292 －

 為替差損 16,518 －

 雑損失 4,349 39

 営業外費用合計 22,160 39

経常利益 2,398,517 2,065,671

特別利益   

 助成金収入 ※2  151,662 ※2  108,498

 その他 － 223

 特別利益合計 151,662 108,722

特別損失   

 固定資産除却損 52,301 37,201

 減損損失 6,716 14,353

 新型コロナウイルス感染症による損失 － ※3  24,075

 その他 2,631 912

 特別損失合計 61,648 76,541

税金等調整前四半期純利益 2,488,531 2,097,852

法人税、住民税及び事業税 863,251 799,819

法人税等調整額 13,650 △65,027

法人税等合計 876,901 734,791

四半期純利益 1,611,629 1,363,061

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,611,629 1,363,061
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年６月１日
　至 2020年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
　至 2021年11月30日)

四半期純利益 1,611,629 1,363,061

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 5,450 △2,684

 繰延ヘッジ損益 △624,968 175,764

 為替換算調整勘定 48,169 △372,770

 退職給付に係る調整額 △15,216 △17,867

 その他の包括利益合計 △586,565 △217,558

四半期包括利益 1,025,063 1,145,503

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,025,063 1,145,503

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2020年６月１日
　至 2020年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
　至 2021年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 2,488,531 2,097,852

 減価償却費 499,919 524,157

 減損損失 6,716 14,353

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 39,975 48,686

 ポイント引当金の増減額（△は減少） 8,321 △4,482

 契約負債の増減額（△は減少） － △104,356

 受取利息及び受取配当金 △2,505 △1,943

 支払利息 1,292 －

 固定資産除却損 52,301 37,201

 売上債権の増減額（△は増加） 4,904 △407,924

 棚卸資産の増減額（△は増加） 1,384,281 △460,319

 仕入債務の増減額（△は減少） △30,390 △153,071

 未払金の増減額（△は減少） △2,235 87,418

 未払費用の増減額（△は減少） 25,666 27,537

 未収消費税等の増減額（△は増加） 138,721 △68,395

 未払消費税等の増減額（△は減少） 477,798 △557,133

 その他 △154,775 △220,886

 小計 4,938,523 858,693

 利息及び配当金の受取額 2,505 1,943

 利息の支払額 △1,292 －

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 168,185 △1,044,036

 営業活動によるキャッシュ・フロー 5,107,921 △183,400

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △856,596 △690,373

 無形固定資産の取得による支出 △7,767 △8,053

 投資有価証券の取得による支出 △477 △482

 差入保証金の差入による支出 △91,624 △66,232

 差入保証金の回収による収入 84,422 102,341

 資産除去債務の履行による支出 △27,750 △33,905

 その他 △23,336 △20,802

 投資活動によるキャッシュ・フロー △923,129 △717,507

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の取得による支出 △1,609 △803

 配当金の支払額 △557,431 △418,029

 その他 △107 △20

 財務活動によるキャッシュ・フロー △559,147 △418,852

現金及び現金同等物に係る換算差額 18,200 △160,712

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,643,845 △1,480,473

現金及び現金同等物の期首残高 8,845,220 13,669,659

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  12,489,065 ※  12,189,185
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【注記事項】

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首より適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は、以下のとおりです。
 

　（カスタマー・ロイヤリティ・プログラムに係る収益認識）

販売時にポイントを付与するカスタマー・ロイヤリティ・プログラムによる物品の販売については、従来は

販売時に収益を認識するとともに、付与したポイントのうち将来使用されると見込まれる額を引当金として計

上する方法によっておりましたが、当該ポイントが重要な権利を顧客に提供する場合、履行義務として識別

し、収益の計上を繰り延べる方法に変更しております。なお、識別した履行義務については、契約負債に計上

しております。
 

 （提携している外部ポイントプログラムに係る収益認識）

売上時に顧客へ付与するポイントは、従来、販売費及び一般管理費に計上しておりましたが、売上高から控

除する方法に変更しております。
 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高及び売上総利益は19,921千円増加し、販売費及び一般管理費は

88,312千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ108,233千円増加しておりま

す。また、利益剰余金の当期首残高は1,253,845千円減少しております。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020

年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生

じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 
（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。

 
　

(追加情報)

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積りにおいて、前連結会計年度の有価証券報

告書の（重要な会計上の見積り）に記載いたしました仮定に重要な変更はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※   棚卸資産の内訳

 前連結会計年度
(2021年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年11月30日)

商品 6,189,041千円 6,137,639千円

仕掛品 ― 2,556 

原材料及び貯蔵品 603,611 1,079,612 

計 6,792,653 7,219,807 
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(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年６月１日
至 2020年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
至 2021年11月30日)

給料及び手当 3,871,827千円 3,829,001千円

退職給付費用 55,307 50,724 

賃借料 2,857,197 2,900,249 
 

 

※２ 助成金収入

　　前第２四半期連結累計期間（自　2020年６月１日　至　2020年11月30日）

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特例措置の適用を受けた雇用調整助成金等を助成金収入として特別利

益に計上しております。

 
　　当第２四半期連結累計期間（自　2021年６月１日　至　2021年11月30日）

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特例措置の適用を受けた雇用調整助成金及び大規模施設等協力金等で

あります。

なお、緊急事態宣言等に伴う臨時休業に対応する金額を特別利益、それ以外の金額については営業外収益に計

上しております。

 
※３ 新型コロナウイルス感染症による損失

　　当第２四半期連結累計期間（自　2021年６月１日　至　2021年11月30日）

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に伴う各国政府等の要請により、一部店舗の臨時休業及び工場の操業停

止をしております。休業及び操業停止期間中に発生した人件費等の固定費を新型コロナウイルス感染症による損

失として特別損失に計上しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年６月１日
至 2020年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
至 2021年11月30日)

現金及び預金勘定 12,489,065千円 12,189,185千円

現金及び現金同等物 12,489,065 12,189,185 
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2020年６月１日 至 2020年11月30日)

１ 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年７月17日
取締役会

普通株式 557,431 20 2020年５月31日 2020年８月26日 利益剰余金
 

 

 ２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年１月６日
取締役会

普通株式 418,049 15 2020年11月30日 2021年1月29日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 2021年６月１日 至 2021年11月30日)

１ 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年７月19日
取締役会

普通株式 418,029 15 2021年５月31日 2021年８月25日 利益剰余金
 

 

 ２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年１月６日
取締役会

普通株式 418,018 15 2021年11月30日 2022年1月31日 利益剰余金
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの報告セグメントは日本のみであり、その他のセグメントの全セグメントに占める割合が僅少であ

り、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しております。

 
(収益認識関係)

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報
 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間

（自　2021年６月１日

   至　2021年11月30日）

 小売 20,813,750

 ＥＣ事業 1,998,769

 卸売 1,176

 顧客との契約から生じる収益 22,813,697

 その他の収益 12,676

 外部顧客への売上高 22,826,374
 

 （注）その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入であります。
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(金融商品関係)

前連結会計年度末（2021年５月31日）

   （単位：千円）

 連結貸借対照表計上額 時価 差額

 デリバティブ取引（※）    

   ヘッジ会計が適用されているもの 1,669,216 1,669,216 －

 　デリバティブ取引計 1,669,216 1,669,216 －

（※）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。

（注）時価の算定方法

     取引先金融機関から提示された価格によっております。

 
 

当第２四半期連結会計期間末（2021年11月30日）

デリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に

比べて著しい変動が認められます。

   （単位：千円）

 
四半期連結貸借
対照表計上額

時価 差額

 デリバティブ取引（※）    

   ヘッジ会計が適用されているもの 1,922,116 1,922,116 －

 　デリバティブ取引計 1,922,116 1,922,116 －

（※）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。

（注）時価の算定方法

     取引先金融機関から提示された価格によっております。

 
 

(１株当たり情報)

 １株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2020年６月１日
至 2020年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
至 2021年11月30日)

１株当たり四半期純利益 57円82銭 48円91銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 1,611,629 1,363,061

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

1,611,629 1,363,061

普通株式の期中平均株式数(株) 27,870,676 27,868,211
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

第44期（2021年６月１日から2022年５月31日まで）中間配当については、2022年１月６日開催の取締役会におい

て、2021年11月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

① 配当金の総額 418,018千円

② １株当たりの金額 15円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2022年１月31日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ハニーズホールディングス(E03424)

四半期報告書

19/21



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

２０２２年１月１４日

株式会社ハニーズホールディングス

取締役会  御中

 

EY新日本有限責任監査法人

福島事務所
 

 
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   佐   　藤 　 　 晶  

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小　此　木   雅　博  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハ

ニーズホールディングスの２０２１年６月１日から２０２２年５月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間（２０２１年９月１日から２０２１年１１月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（２０２１年６月１日から２

０２１年１１月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、

四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハニーズホールディングス及び連結子会社の２０２１年

１１月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガード

を講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

    ２．XBRLデータは監査の対象には含まれていません。
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